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岩手県

岩手県では、障がい保健福祉圏域ごと、地域の実情に合わせて地域自立支援協議会
等と連携をしながら、精神障がい者の地域移行を進めてきました。
保健・医療・福祉が連携した地域の支援体制の充実強化を図る取組に力を入れてい

ます。

精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築支援事業
自治体情報シート

地域移行推進の取組
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岩手県

１ 県又は政令市の基礎情報

基本情報（都道府県等情報）

取組内容

【人材育成の取り組み】

・多職種による「精神障がい者地域移行・地域生活支援関係者研修」

【精神障害者の地域移行の取り組み】

・精神障害者地域移行・地域定着推進連絡調整委員会の設置（県・圏域）

・精神障がいにも対応した地域包括ケアシステム構築推進事業の実施（３圏域）

・地域移行希望等調査の実施
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精神障害にも対応した地域包括ケアシステム
の構築に向けた保健・医療・福祉関係者によ
る協議の場の設置状況（R４年４月時点）
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2 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた取組概要（全体）

岩手県

１ 県全体の協議の場の設置
岩手県精神障がい者地域移行・地域定着推進委員会
（県自立支援協議会地域移行・相談支援部会に位置付け）

２ 障がい保健福祉圏域ごとの協議の場の設置
・ 医療機関、相談支援事業所、行政機関等地域の関係機関・団体で構成し、課題等の共有
や協議を実施（社会福祉法人等に委託）

・ ３つの障がい保健福祉圏域において、圏域単位の研修会や家族支援を実施

３ 人材育成
・ 精神障がい者地域移行・地域生活支援関係者研修（基礎研修） 年１回
・ 精神障がい者地域移行・地域生活支援関係者研修（フォローアップ研修） 年１回
※ 令和３年度は新型コロナウイルス感染症感染予防のためフォローアップ研修開催無し

４ 地域自立支援協議会の体制強化、市町村支援の取組
・ 地域移行希望調査の実施
精神科病院から地域移行を希望する者のニーズ等を調査・把握、市町村に情報提供
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岩手県

３ 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた取組の経緯

年度 事業内容

H18年度 ・精神障がい者退院促進支援事業の手引き作成・配布

H19年度 ・精神障がい者退院促進支援事業の手引き作成・配布
・自立支援員の配置（委託 全圏域）【～H24年度まで】
・地域体制コーディネーターの配置（委託 全圏域）【～H25年度まで】
・地域移行に関する専門研修の実施

H20年度 ・地域移行に関する専門研修の実施

H21年度 ・退院支援や地域の支援体制を強化する目的で、協議の場「地域委員会」を設置（委託 全圏域）

H24年度 ・精神障がい者の参加による地域住民との交流事業の実施（相談支援事業所委託）
・精神障がい者アウトリーチ推進事業の実施（病院委託）

H25年度 ・精神障がい者の参加による地域住民との交流事業の実施（相談支援事業所委託）
・精神障がい者アウトリーチ推進事業の実施（病院委託）
・高齢精神障がい者地域移行支援事業の実施（病院委託）

H26年度 ・精神障がい者地域移行・地域定着推進連絡調整委員会（地域委員会）の設置（９圏域・委託により実施）
・高齢精神障がい者地域移行支援事業の実施（病院委託）

H27年度～ ・精神障がい者地域移行・地域生活支援関係者研修の実施（県直営）

H30年度 ・精神障がいにも対応した地域包括ケアシステム構築推進事業の実施（１圏域）

H31年度～ ・精神障がいにも対応した地域包括ケアシステム構築推進事業の実施（３圏域）
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岩手県

４ 精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築に資する取組の成果・効果

＜令和３年度までの成果・効果＞

課題解決の達成度を測る指標 目標値
（R３年度当初）

実績値
（R３年度末）

具体的な成果・効果

① 会議開催回数 32回 24回 各圏域において、年４回以上会議を開催し、
精神障がい者の地域移行・地域支援につい
て、課題の共有や協議を実施することとして
いる。
令和３年度は新型コロナウイルス感染症対
策として開催自粛のケースがあった。

② 研修を開催し、支援者の資質向上を図る 年２回 年１回 ・新型コロナウイルス感染症感染拡大防止
のため、開催は無かった。

・令和３年度は研修企画委員で研修内容を
検討し研修会を開催した。
・基礎研修 １回 （参加者 42名）
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岩手県

５ 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた現時点における強みと課題

【特徴（強み）】
平成19年度から全障がい保健福祉圏域内に地域自立支援協議会が設置（広域、市町村単独含む）。平成21年度からは、全障がい保
健福祉圏域ごとに退院支援や地域の支援体制を強化する目的で「地域委員会」が設置され、平成26年度からは、精神障がい者地域生
活支援広域調整会議等事業により地域委員会を設置し、地域の支援体制の構築に取り組んでいる。

課題 課題解決に向けた取組方針 課題・方針に対する役割（取組）

医療、福祉（障がい、介護）・行
政（保健、福祉）による連携体
制の強化

障がい保健福祉圏域ごとに設置している
協議の場において、精神障がい者の地域
移行支援に係る体制整備、課題の共有等
を行う。

行政 協議の場への参画等

医療 〃

福祉 〃

その他関係機関・住民等 〃

支援者の人材育成

支援者の資質向上を図るため、精神障が
い者の地域移行・地域生活支援に関わる
支援者を対象に、基礎研修及びフォロー
アップ研修を開催する。

行政 研修会への参加、研修内容を受けての実践等

医療 〃

福祉 〃

その他関係機関・住民等 〃

※指標設定が困難な場合は、代替指標や定性的な文言でも構いません。

課題解決の達成度を測る指標 現状値
（今年度当初）

目標値
（令和４年度末）

見込んでいる成果・効果

① 協議の場開催回数 24回 32回 圏域における連携体制の強化

② 研修会の開催回数 １回 ２回 支援者の資質向上
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６
精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた
今年度の取組スケジュール

時期（月） 実施する項目 実施する内容

H31年4月
～R2年3月

R1年
9月～

協議の場の設置

研修会の開催

障がい保健福祉圏域ごとに設置している協議の場において、
精神障がい者の地域移行・地域生活支援に係る体制整備、課
題の共有等を行う。

支援者の資質向上を図るため、精神障がい者の地域移行・
地域生活支援に関わる支援者を対象に、「精神障がい者地域
移行・地域生活支援関係者研修（基礎研修・フォロー研修」を
開催する。
研修内容の企画、立案等は、研修企画委員において検討す
る。


